

























































































伊都国 ⇒ 12,000余里－ 10,500余里＝ 1,500余里⇒女　国（狗奴国）



































































































































































































































































































































































ミマキイリヒコ 285春 ～ 318秋 甲申～辛卯 (BC30)
イクメイリヒコ 319春 ～ 335秋 壬辰～庚午 (AD70)
イニシキイリヒコ 335秋 ～ 365春 辛未～庚午 (130)
イホキイリヒコ 365秋 ～ 367秋 辛未～庚午 (190)
ワケ王朝
オキナガタラシヒメ 364秋 ～ 368春 　　～己丑 (269)
オシロワケ 368春 ～ 388春 庚寅 (270)
ホムダワケ 388秋 ～ 407春 　　～庚午 (310)
オオサザキ 410秋 ～ 434秋 癸酉～己亥 (399)
イザホワケ 434秋 ～ 436秋 庚子～乙巳 (405)
ミズハワケ 437春 ～ 439春 丙午～庚戌 (410)
ヲアサズマ 439秋 ～ 460春 壬子～癸巳 (453)
アナホ 461 ～ 462 甲午～丙申 (456)
ワカタケル 462 ～ 484 丁酉～己未 (479)
シラカ 485 ～ 489 庚申～甲子 (484)
イハスワケ 489 ～ 491 乙丑～丁卯 (487)
オケ 491 ～ 501 戊辰～戊寅 (498)
ワカサザキ 501 ～ 508 己卯～丙戌 (506)
新王朝
（継体）ヲホド 510 ～ 534 丁亥～辛亥 (531)
（安閑）ヒロクニオシタケ 535 ～ 536 甲寅～乙卯 (535)
（宣化）タケオヒロクニ 537 ～ 540 丙辰～己未 (539)
（欽明）アメクニオシハラキ 541 ～ 572 庚申～辛卯 (571)
（敏達）フトタマシキ 572 ～ 585 壬辰～乙巳 (585)
（用明）トヨヒ 586 ～ 588 丙午～丁未 (587)
（崇峻）ハツセベノワカサザキ 589 ～ 592 戊申～壬子 (592)

































































































































































































































































































 12) 白鳥庫吉「倭女王卑弥呼考」『東亜之光』5の 6・7、1910年。 
 13) 内藤虎次郎「卑弥呼考」『藝文』1の 2・3・4、1910年。
 14) 井上光貞『日本の歴史Ⅰ―神話から歴史へ―』中央公論社、1965年。































歩と新設された歩の比率は八尺対六尺六寸であるから 8.0÷6.6＝ 1.21212 であって百里×




  なお、蓮沼啓介「ヤマトタケルとは誰のことか」神戸法学雑誌 52巻 2号、2002年（注 23）の
うち 24頁の部分はすべて誤りであるので、削除して訂正して置きたい。また前頁である 23頁
に掲げる尺の長さを対照する下表のうち右側に縦に並ぶセンチメートルという単位はメートルの
誤植であるから cm ⇒ mと訂正したい。また春秋尺の推計については削除する。
  ちなみに南朝尺は南朝の宋において定められた物差しの長さである。隋書律歴志には「宋、斉、
梁、陳、因而不改」とある。唐の小尺と同じ長さで約 24.6センチメートルである。周尺を 10と
すれば 12.5 の比率になる。
